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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）主鎖として、β－（１，３）結合鎖を有し、β－（１，３）側鎖を含有し、β－
（１，６）結合鎖を実質的に含まない水溶性β－（１，３）グルカンと、
（ｂ）デオキシリボ核酸若しくはリボ核酸、又はそれらの切断若しくは分解生成物と
を含有する皮膚局所用又は毛髪用製剤。
【請求項２】
　サッカロミセス科由来の酵母に基づいて得られるグルカンを含有する、請求項１記載の
皮膚局所用又は毛髪用製剤。
【請求項３】
　実質的に全てのβ－（１，６）結合が解かれるようにβ－（１，３）及びβ－（１，６
）結合をもつグルカンを、β－（１，６）グルカナーゼと接触させることによって得られ
るグルカンを含有する、請求項１又は２に記載の皮膚局所用又は毛髪用製剤。
【請求項４】
　トリコデルミア・ハルジアナムに基づくグルカナーゼで前もって処理しておいたグルカ
ンを使用する、請求項３記載の皮膚局所用又は毛髪用製剤。
【請求項５】
　海産のデオキシリボ核酸又はリボ核酸を含有している、請求項１～４のいずれか１項に
記載の皮膚局所用又は毛髪用製剤。
【請求項６】
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　４００００～１００００００の範囲の分子量を有するデオキシリボ核酸又はリボ核酸を
含有する、請求項１～５のいずれか１項に記載の皮膚局所用又は毛髪用製剤。
【請求項７】
　紫外線保護物質を更に含有する、請求項１～６のいずれか１項に記載の皮膚局所用又は
毛髪用製剤。
【請求項８】
　規定量を水、及び他の任意の助剤と添加剤で１００重量％にまで補足するという条件で
、
（ａ）主鎖として、β－（１，３）結合鎖を有し、β－（１，３）側鎖を含有し、β－（
１，６）結合鎖を実質的に含まない水溶性β－（１，３）グルカン　０．０１～２５重量
％と、
（ｂ）デオキシリボ核酸若しくはリボ核酸、又はそれらの切断若しくは分解生成物　０．
０１～５重量％と、
（ｃ）紫外線保護物質又は酸化防止剤　０～８重量％と
を含有する、請求項１～５のいずれか１項に記載の皮膚局所用又は毛髪用製剤。
【請求項９】
　（ａ）主鎖として、β－（１，３）結合鎖を有し、β－（１，３）側鎖を含有し、β－
（１，６）結合鎖を実質的に含まない水溶性β－（１，３）グルカンと、（ｂ）デオキシ
リボ核酸若しくはリボ核酸、又はそれらの切断若しくは分解生成物とを組み合わせる工程
を含む、請求項１から８のいずれか１項に記載の皮膚局所用又は毛髪用製剤の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の分野）
本発明は、化粧品の分野に位置しており、特定のグルカンと核酸の混合物を含有する製剤
に関する。
【０００２】
（従来技術）
正常な皮膚に顔料の被覆をすれば、太陽放射線の影響下では、メラニンが形成することと
なる。これに関連して、長波長の長波長紫外線が照射されると、視覚的には有害な結果に
ならないものの、表皮中に既に存在するメラニン体（ｍｅｌａｎｉｎｅ　ｂｏｄｉｅｓ）
が黒ずむこととなる。それに対して、短波長の中波長紫外線が照射されると、新たなメラ
ニンが形成することとなる。しかし、保護性顔料が形成される前であると、皮膚は、フィ
ルタ処理されていない放射線の影響に暴露される。暴露時間に依存するが、これによって
、皮膚の発赤（ｒｅｄ　ｓｋｉｎ）（紅班）、皮膚の炎症（日焼け）、日焼け水疱（ｂｌ
ｉｓｔｅｒｓ　ｏｆ　ｂｕｒｎ）が引き起こされる。加えて、そのような皮膚の損傷に関
連する（例えば、ヒスタミンの配分に関連する）組織のストレス（ｓｔｒｅｓｓ，緊張）
によって、頭痛、失神、発熱、心臓と循環の障害等が引き起こされることがある。太陽光
照射の有害な面から需要者自身を防護したいと思っている需要者のために、多数の製品が
、水溶液、クリーム、オイル及び乳液の状態の製剤の形態で、販売されている。これら製
品は、幾つかのスキンケア物質の他に、紫外線保護フィルタを含有する。しかし、これら
の製剤は、表皮の水分調節及び物質代謝の補助、並びに紫外線の保護に関しては、決して
満足できるものではない。
【０００３】
従って、市場では、有効性のスペクトルの改善された製品に対する需要が依然として存在
する。そのような製品の有効性の評価については、とりわけ、それら製品がどの程度長く
、皮膚及びヘアに対する（とはいえ、特に、皮膚のデオキシリボ核酸又はリボ核酸に対す
る）紫外線放射の悪影響を防ぐことができるかに関係する。更に、需要者には、皮膚適合
性（ｓｋｉｎ　ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ，皮膚融和性）、及び天然物の使用が要求さ
れている。
【０００４】
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これに関して、欧州特許ＥＰ－Ｂ１　０５００７１８号明細書；米国特許第４，８９１，
２２０号明細書；米国特許第５，２２３，４９１号明細書；米国特許第５，３９７，７７
３号明細書；米国特許第５，５１９，００９号明細書；米国特許第５，５７６，０１５号
明細書；米国特許第５，７０２，７１９号明細書；及び米国特許第５，７０５，１８４号
明細書［ドンジス（Ｄｏｎｚｉｓ）］に言及すると、これら明細書によって、スキンケア
（肌の手入れ）及び太陽光保護剤（日除け剤）にグルカンを使用することが知られている
。グルカンは、酵母菌の細胞壁を抽出することによって得られ、グルカンは、水には溶け
ず（１，６）結合を有する。更に、ＥＰ－Ａ１　０６８１８３０号明細書［ユニリーバ（
Ｕｎｉｌｅｖｅｒ）］には、エチレン／酢酸ビニルのコポリマーと、ポリアクリレートと
、紫外線保護フィルタと、随意的に１０重量％以下のグルカンとを含有する日除け剤が提
案されている。結局は、米国特許第５，１５８，７７２号明細書［デービス（Ｄａｖｉｓ
）］により、とりわけ、特定の１，３グルカンの有効量を含有する、皮膚上の局所的使用
のための組成物は既知である。この１，３グルカンはセルロモナス・フラビゲナ（Ｃｅｌ
ｌｕｌｏｍｏｎａｓ　ｆｌａｖｉｇｅｎａ）から得られる。
【０００５】
更に、フランス特許出願ＦＲ－Ａ１　２５１１２５３号明細書に言及すると、この明細書
には、ＤＮＡを含有し高度に重合した皮膚保護剤及び日除け剤が提案されている。特開昭
６２－０９６４０４（鐘紡）により、核酸とジイソプロピルアミンジクロロアセテートと
を含有する化粧品は知られている。フランス特許出願ＦＲ－Ｂ１　２６２００２４号明細
書（Ｓｏｃ．ｄ′Ｅｔｕｄｅｓ　Ｄｅｒｍａｔｏｌｏｇｉｑｕｅｓ）の対象は、ラジカル
捕獲体（ｒａｄｉｃａｌ　ｃａｐｔｕｒｅｒｓ）として核酸誘導体を含有する製剤である
。例は、アデニン、グアノシン、キサンチン、ヒポキサンチン、ウラシル及びリボ核酸で
ある。国際特許出願ＷＯ９５／０１７７３号明細書（ボストン大学）には、色素の生成を
促す方法であってＤＮＡの断片をリポゾームの形態で表皮に運ぶ該方法が記述されている
。最後に、ドイツ特許出願ＤＥ－Ａ１　４３２３６１５号明細書の対象は、しわ止めクリ
ーム（ａｎｔｉｗｒｉｎｋｌｉｎｇ　ｃｒｅｍｅ）及び日除けクリームとして、諸核酸及
びそれらの断片を含有する組成物である。
【０００６】
そういう訳で、本発明の総合作業は、局所的使用によって皮膚の上層に浸透するか、又は
ヘアケアによってケラチン繊維組織に浸透する、有効な化粧品又は医薬品であって、紫外
線放射の悪影響に対して直接的なやり方で組織及び細胞を保護し、しかも、ヘア上の膜形
成、肌の代謝機能及び水分調節を補助し、そして、このようなやり方で、活力（ｖｉｔａ
ｌｉｓａｔｉｏｎ）を生じさせるそれら化粧品又は医薬品を造ることであった。
【０００７】
（発明の記述）
本発明の目的は、
（ａ）β－（１，６）結合を実質的に持たない水溶性β－（１，３）グルカンと、
（ｂ）デオキシリボ核酸又はリボ核酸、並びにそれらの分解産物及び分解生成物と
を含有する化粧品及び／又は医薬品である。
【０００８】
意外にも、β－（１，６）結合を実質的に持たないβ－（１，３）グルカンと、リボ核酸
類又はデオキシリボ核酸類とを一緒にした混合物は、相乗作用による改善された吸収スペ
クトルであって、特に、体のデオキシリボ核酸を保護するのに非常に適している該吸収ス
ペクトルを示すことが分かった。この効果は、核酸とグルカンの混合物であって依然とし
て（１，６）枝のかなりの部分を示す該混合物には見出されていなかったものであり、追
加成分として通常の紫外線保護物質又は酸化防止剤（これらは、有機フィルタ又は無機顔
料であってもよい）を使用することによって、有利に増大させることができる。本発明に
よる諸製剤は、それら製剤が皮膚炎及び皮膚損傷を和らげ、皮膚中の水分及び代謝処置を
促すと言う事実によって更に特徴付けられる。そのために、例えば、太陽からの強い照射
によって乾燥するために生じるしわもまた同時に緩和される。ヘアに関しては、膜の形成
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が補助される。
【０００９】
　水溶性β－（１,３）グルカン
　用語「グルカン」は、グルコースに基づくホモ多糖類を意味する。立体結合によって、
β－（１,３）グルカン、β－（１,４）グルカンおよびβ－（１,６）グルカンの間には
差異がある。β－（１,３）グルカンは通常らせん状構造を示すが、（１,４）結合をもつ
グルカンは一般に、直鎖構造を有する。本発明のβ－グルカンは、（１,３）構造を有す
る。即ち、本発明のβ－グルカンは、望ましくない（１,６）結合を実質的に含まない。
側鎖が排他的に（１,３）結合を示すようなβ－（１,３）グルカンを使用するのが好まし
い。特に、これら作用物質は、サッカロミセス科［特に、サッカロミセス・セレビシア由
来の酵母により得られるグルカンを含有する。この種のグルカンは、公知方法により技術
的量で入手できる。国際特許出願ＷＯ９５／３００２２号明細書［バイオテク－マクジマ
ル］には、例えば、そのような物質を製造する方法であって、実質的に全てのβ－（１,
６）結合を解くように（１,３）結合及び（１,６）結合をもつグルカンを、β－（１,６
）グルカナーゼと接触させる方法が記述されている。これらのグルカンを製造するのにト
リコデルミア・ハルジアナムに基づくグルカナーゼを使用するのが好ましい。これらの作
用物質中に含有されるグルカンの製法及び入手性に関しては、上で引用した刊行物に言及
されている。
【００１０】
デオキシリボ核酸又はリボ核酸（ＤＮＡ又はＲＮＡ）は、高分子、糸状のボリヌクレオチ
ドであって、２′－デオキシ－β－Ｄ－リボヌクレオシド又はＤ－リボヌクレオシドから
得られ、しかも、当量のヌクレオ塩基とペントース２－Ｄ－リボフラノース又はＤ－リボ
フラノースとで形成されるものと理解されるべきである。ヌクレオ塩基として、ＤＮＡ又
はＲＮＡは、プリン誘導体のアデニン及びグアニン、並びにピリミジン類のシトシン及び
チミン又はウラシルを含有することがある。それら核酸において、ヌクレオ塩基は、リボ
ースの炭素原子１個を有するＮ－グリコシドであり、それによって、各々の場合、アデノ
シン、グアノシン、シチジン及びチミジン（ｔｈｉｍｉｄｉｎｅ）が生じる。それら核酸
において、リン酸基は、１本鎖のＤＮＡ又はＲＮＡが形成されるとき、ホスホジエステル
結合によってその都度生じる３′－ＯＨ基を有するヌクレオシドの５′－ヒドロキシ基に
連結している。ＤＮＡ又はＲＮＡの［長さ］対［直径］の比が大きいために、ＤＮＡ又は
ＲＮＡの分子は、機械的ひずみ（例えば、抽出の間のひずみ）によって、１本鎖（糸）が
破壊される傾向にある。従って、核酸の分子量は、１０３～１０９ドルトンであることが
ある。本発明の目的のためには、濃縮したＤＮＡ又はＲＮＡの溶液を使用した。これら溶
液は、液晶の性質を特徴とする。海産資源から（例えば、魚の精子を抽出することによっ
て）得られるデオキシリボ核酸又はリボ核酸であって、４００００～１００００００ドル
トンの範囲の分子量を有するものを使用するのが好ましい。それによって、それら核酸は
、らせん状形態で、しかも、別々の１本鎖及びそれらの断片として存在することがある。
特に好ましいのは、５００００～１０００００ドルトンの範囲の分子量を有する海産起源
のデオキシリボ核酸を使用することである。
【００１１】
本発明の好ましい態様において、これら製剤は、
規定される量が、水と、可能ならば他の助剤及び添加剤とを１００重量％に至るまで補足
されるという条件で、
（ａ）β－（１，６）結合を実質的に持たない水溶性β－（１，３）グルカン　０．０１
～２５重量％（好ましくは０．５～１５重量％、特に１～５重量％）と、
（ｂ）デオキシリボ核酸又はリボ核酸、並びにそれらの分解産物及び分解生成物０．０１
～５重量％（好ましくは０．０５～３重量％、特に０．５～１重量％）と、
（ｃ）紫外線保護物質又は酸化防止剤　０～８重量％（好ましくは０．５～５重量％、特
に１～３重量％）と、
を含有する。
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【００１２】
商業上の利用可能性
本発明による諸製剤（例えば、皮膚及びヘアのためのケア剤、太陽光保護剤等）は、例え
ば、溶液、ローション、クリーム、オイル、ゲル及び棒の形態とすることができる。これ
ら製剤は、追加助剤及び添加剤として、刺激性の弱い界面活性剤、油体、乳化剤、ハイパ
ー肥育剤（ｈｙｐｅｒｆａｔｔｉｎｇ　ａｇｅｎｔｓ）、真珠光沢ワックス（ｐｅａｒｌ
　ｌｕｓｔｒｅ　ｗａｘｅｓ）、コンシステンシー物質（ｃｏｎｓｉｓｔｅｎｃｙ　ｓｕ
ｂｓｔａｎｃｅｓ，粘度物質）、増粘剤、ポリマー、シリコーン化合物、脂肪、安定剤、
生物活性物質、脱臭剤、ふけ防止剤、膜形成剤、膨潤剤、酸化防止剤、無機着色顔料、屈
水性誘発物質、防腐剤、防虫剤、自己なめし剤（ｓｅｌｆ　ｔａｎｎｉｎｇａｇｅｎｔｓ
）、可溶化剤、香油、着色剤等を更に含有することがある。
【００１３】
適切な、刺激性の弱い［即ち、皮膚適合性の（ｓｋｉｎ　ｃｏｍｐａｔｉｂｌｅ，皮膚融
和性の）］界面活性剤の典型的な例は、脂肪族アルコールポリグリコールエーテルサルフ
ェート、モノグリセリドサルフェート、モノアルキルスルホコハクエステル塩及び／又は
ジアルキルスルホコハクエステル塩、脂肪酸イセチオネート（ｆａｔｔｙ　ａｃｉｄ　ｉ
ｓｅｔｈｉｏｎａｔｅｓ）、脂肪酸サルコシネート（ｆａｔｔｙ　ａｃｉｄ　ｓａｒｃｏ
ｓｉｎａｔｅｓ）、脂肪酸タウライド（ｆａｔｔｙ　ａｃｉｄ　ｔａｕｒｉｄｅｓ）、脂
肪酸グルタミン酸塩（ｆａｔｔｙ　ａｃｉｄ　ｇｌｕｔａｍａｔｅｓ）、α－オレフィン
スルホネート、エーテルカルボン酸、アルキルオリゴグルコシド（ａｌｋｙｌ　ｏｌｉｇ
ｏｇｌｕｃｏｓｉｄｅｓ）、脂肪酸グルカミド（ｆａｔｔｙ　ａｃｉｄ　ｇｌｕｃａｍｉ
ｄｅｓ）、アルキルアミドベタイン（ａｌｋｙｌａｍｉｄｏ　ｂｅｔａｉｎｅｓ）、及び
／又はタンパク脂肪酸凝縮物（ｐｒｏｔｅｉｎ　ｆａｔｔｙ　ａｃｉｄ　ｃｏｎｄｅｎｓ
ａｔｅｓ）であり、最後に述べたものは小麦タンパクに基づくのが好ましい。
【００１４】
油体としては、例えば、６～１８（好ましくは８～１０）の炭素原子を持つ脂肪族アルコ
ールに基づくゲルベアルコール（Ｇｕｅｒｂｅｔ　ａｌｃｏｈｏｌｓ）；直鎖のＣ６～Ｃ

２２脂肪酸と直鎖のＣ６～Ｃ２２脂肪族アルコールとのエステル；枝分かれのＣ６～Ｃ１

３カルボン酸と直鎖のＣ６～Ｃ２２脂肪族アルコールとのエステル；［例えば、ミリスチ
ル・ミリステート（ｍｙｒｉｓｔｙｌ　ｍｙｒｉｓｔａｔｅ）、ミリスチル・パルミテー
ト（ｍｙｒｉｓｔｙｌ　ｐａｌｍｉｔａｔｅ）、ミリスチル・ステアレート（ｍｙｒｉｓ
ｔｙｌ　ｓｔｅａｒａｔｅ）、ミリスチル・イソステアレート（ｍｙｒｉｓｔｙｌ　ｉｓ
ｏｓｔｅａｒａｔｅ）、ミリスチル・オレアート（ｍｙｒｉｓｔｙｌ　ｏｌｅａｔｅ）、
ミリスチル・ベヘナート（ｍｙｒｉｓｔｙｌ　ｂｅｈｅｎａｔｅ）、ミリスチル・エルカ
ート（ｍｙｒｉｓｔｙｌ　ｅｒｃａｔｅ）、セチル・パルミテート（ｃｅｔｙｌ　ｐａｌ
ｍｉｔａｔｅ）、セチル・ステアレート（ｃｅｔｙｌ　ｓｔｅａｒａｔｅ）、セチル・イ
ソステアレート（ｃｅｔｙｌ　ｉｓｏｓｔｅａｒａｔｅ）、セチル・オレアート（ｃｅｔ
ｙｌ　ｏｌｅａｔｅ）、セチル・ベヘナート（ｃｅｔｙｌ　ｂｅｈｅｎａｔｅ）、セチル
・エルカート（ｃｅｔｙｌ　ｅｒｃａｔｅ）、ステアリル・ミリステート（ｓｔｅａｒｙ
ｌ　ｍｙｒｉｓｔａｔｅ）、ステアリル・パルミテート（ｓｔｅａｒｙｌ　ｐａｌｍｉｔ
ａｔｅ）、ステアリル・ステアレート（ｓｔｅａｒｙｌ　ｓｔｅａｒａｔｅ）、ステアリ
ル・イソステアレート（ｓｔｅａｒｙｌ　ｉｓｏｓｔｅａｒａｔｅ）、ステアリル・オレ
アート（ｓｔｅａｒｙｌ　ｏｌｅａｔｅ）、ステアリル・ベヘナート（ｓｔｅａｒｙｌ　
ｂｅｈｅｎａｔｅ）、ステアリル・エルカート（ｓｔｅａｒｙｌ　ｅｒｃａｔｅ）、イソ
ステアリル・ミリステート（ｉｓｏｓｔｅａｒｙｌ　ｍｙｒｉｓｔａｔｅ）、イソステア
リル・パルミテート（ｉｓｏｓｔｅａｒｙｌ　ｐａｌｍｉｔａｔｅ）、イソステアリル・
ステアレート（ｉｓｏｓｔｅａｒｙｌ　ｓｔｅａｒａｔｅ）、イソステアリル・イソステ
アレート（ｉｓｏｓｔｅａｒｙｌ　ｉｓｏｓｔｅａｒａｔｅ）、イソステアリル・オレア
ート（ｉｓｏｓｔｅａｒｙｌ　ｏｌｅａｔｅ）、イソステアリル・ベヘナート（ｉｓｏｓ
ｔｅａｒｙｌ　ｂｅｈｅｎａｔｅ）、イソステアリル・エルカート（ｉｓｏｓｔｅａｒｙ
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ｌ　ｅｒｃａｔｅ）、オレイル・ミリステート（ｏｌｅｙｌ　ｍｙｒｉｓｔａｔｅ）、オ
レイル・パルミテート（ｏｌｅｙｌ　ｐａｌｍｉｔａｔｅ）、オレイル・ステアレート（
ｏｌｅｙｌ　ｓｔｅａｒａｔｅ）、オレイル・イソステアレート（ｏｌｅｙｌ　ｉｓｏｓ
ｔｅａｒａｔｅ）、オレイル・オレアート（ｏｌｅｙｌ　ｏｌｅａｔｅ）、オレイル・ベ
ヘナート（ｏｌｅｙｌ　ｂｅｈｅｎａｔｅ）、オレイル・エルカート（ｏｌｅｙｌ　ｅｒ
ｃａｔｅ）、ベヘニル・ミリステート（ｂｅｈｅｎｙｌ　ｍｙｒｉｓｔａｔｅ）、ベヘニ
ル・パルミテート（ｂｅｈｅｎｙｌ　ｐａｌｍｉｔａｔｅ）、ベヘニル・ステアレート（
ｂｅｈｅｎｙｌ　ｓｔｅａｒａｔｅ）、ベヘニル・イソステアレート（ｂｅｈｅｎｙｌ　
ｉｓｏｓｔｅａｒａｔｅ）、ベヘニル・オレアート（ｂｅｈｅｎｙｌ　ｏｌｅａｔｅ）、
ベヘニル・ベヘナート（ｂｅｈｅｎｙｌ　ｂｅｈｅｎａｔｅ）、ベヘニル・エルカート（
ｂｅｈｅｎｙｌ　ｅｒｃａｔｅ）、エルシル・ミリステート（ｅｒｕｃｙｌ　ｍｙｒｉｓ
ｔａｔｅ）、エルシル・パルミテート（ｅｒｕｃｙｌ　ｐａｌｍｉｔａｔｅ）、エルシル
・ステアレート（ｅｒｕｃｙｌ　ｓｔｅａｒａｔｅ）、エルシル・イソステアレート（ｅ
ｒｕｃｙｌ　ｉｓｏｓｔｅａｒａｔｅ）、エルシル・オレアート（ｅｒｕｃｙｌ　ｏｌｅ
ａｔｅ）、エルシル・ベヘナート（ｅｒｕｃｙｌ　ｂｅｈｅｎａｔｅ）、及びエルシル・
エルカート（ｅｒｕｃｙｌ　ｅｒｃａｔｅ）］を使用することができる。加えて、直鎖の
Ｃ６～Ｃ２２脂肪酸と枝分かれアルコール（とりわけ、２－エチルヘキサノール）とのエ
ステル；ヒドロキシカルボン酸と、直鎖又は枝分かれの脂肪族アルコールとのエステル（
とりわけ、リンゴ酸ジオクチル）；直鎖又は枝分かれの脂肪酸と、多価アルコール（例え
ば、プロピレングリコール、二量体ジオール又は三量体トリオール）及び／又はゲルベア
ルコールとのエステル；Ｃ６～Ｃ１０脂肪酸に基づくトリグリセリド；Ｃ６～Ｃ１８脂肪
酸に基づくモノグリセリド／ジグリセリド／トリグリセリドの液体混合物；Ｃ６～Ｃ２２

脂肪族アルコール及び／又はゲルベアルコールと、芳香族カルボン酸（とりわけ、安息香
酸）とのエステル；Ｃ２～Ｃ１２ジカルボン酸と、１～２２の炭素原子を持つ直鎖若しく
は枝分かれのアルコール、又は２～１０の炭素原子及び２～６個のヒドロキシル基を持つ
ポリオールとのエステル；植物油；枝分かれの第一級アルコール；置換シクロヘキサン；
直鎖若しくは枝分かれのＣ６～Ｃ２２脂肪族アルコールカーボネート；ゲルベカーボネー
ト；安息香酸と直鎖又は枝分かれのＣ６～Ｃ２２アルコールとのエステル［例えば、Ｆｉ
ｎｓｏｌｖ（登録商標）ＴＮ］；各アルキル基中に６～２２の炭素原子を持つ、直鎖若し
くは枝分かれの、左右対称又は非対称のジアルキルエーテル；エポキシ化された脂肪族酸
と、ポリオール、シリコーン油及び／又は脂肪族炭化水素、又はナフテン系炭化水素との
開環生成物（例えば、スクアラン、スクアレン又はジアルキルシクロヘキサン）；を使用
することができる。
【００１５】
乳化剤としては、例えば、次の群：
（１）８～２２の炭素原子を持つ直鎖脂肪族アルコールの上、１２～２２の炭素原子を持
つ脂肪酸の上、及びアルキル基中に８～１５の炭素原子を持つアルキルフェノールの上に
、２～３０モルの酸化エチレン及び／又は０～５モルの酸化プロピレンが付加された付加
生成物；
（２）１～３０モルの酸化エチレン及びグリセロールの付加生成物のＣ１２／１８脂肪酸
モノエステル及びジエステル；
（３）６～２２の炭素原子を持つ飽和脂肪酸及び不飽和脂肪酸のソルビタンのモノエステ
ル及びジエステル；並びに、それら飽和脂肪酸及び不飽和脂肪酸のグリセロールのモノエ
ステル及びジエステル；並びに、それらの酸化エチレン付加生成物；
（４）アルキル基中に８～２２の炭素原子を持つアルキルモノグリコシド及びオリゴグリ
コシド；並びにそれらのエトキシル化された類似物；
【００１６】
（５）ヒマシ油及び／又は硬化ヒマシ油の上に１５～６０モルの酸化エチレンが付加され
た付加生成物；
（６）ポリオール及び、とりわけ、ポリグリセロールエステル（例えば、ポリグリセロー



(7) JP 4820005 B2 2011.11.24

10

20

30

40

50

ル・ポリリシノレエート（ｐｏｌｙｇｌｙｃｅｒｏｌ　ｐｏｌｙｒｉｃｉｎｏｌｅａｔｅ
）、ポリグリセロール・ポリ－１２－ヒドロキシステアレート又はポリグリセロール・ダ
イメラート・イソステアレート、及びこれらの種の物質の多くからの化合物の混合物）；
（７）ヒマシ油及び／又は硬化ヒマシ油の上に２～１５モルの酸化エチレンが付加された
付加生成物；
（８）直鎖、枝分かれ、不飽和又は飽和のＣ６／２２脂肪酸、リシノール酸及び１２－ヒ
ドロキシステアリン酸と、グリセロール、ポリグリセロール、ペンタエリトリット（ｐｅ
ｎｔａｅｒｙｔｈｒｉｔｅ，ペンタエリトリトール）、ジペンタエリトリット、糖アルコ
ール（例えば、ソルビトール）、アルキルグルコシド（例えば、メチルグルコシド、ブチ
ルグルコシド、ラウリルグルコシド）及びポリグルコシド（例えば、セルロース）とに基
づく部分エステル；
【００１７】
（９）モノ－、ジ－及びトリアルキルリン酸塩；並びにモノ－、ジ－及び／又はトリ－Ｐ
ＥＧアルキルリン酸塩；並びにそれらの塩；
（１０）羊毛脂アルコール；
（１１）ポリシロキサン／ポリアルキル／ポリエーテルのコポリマー；又は対応する諸誘
導体；
（１２）ＤＥ１１６５５７４ＰＳによる、ペンタエリトリット、脂肪酸、クエン酸及び脂
肪族アルコールの混合エステル；及び／又は６～２２の炭素原子を持つ脂肪酸、メチルグ
ルコース及びポリオール（好ましくは、グリセロール又はポリグリセロール）の混合エス
テル；
（１３）ポリアルキレングリコール；並びに
（１４）グリセロールカーボネート；
の少なくとも１種からのノニオン界面活性剤を使用することができる
【００１８】
脂肪族アルコール、脂肪酸、アルキルフェノール、脂肪酸のソルビタン・モノ－及びジエ
ステル、並びにグリセロール・モノ－及びジエステルの上の、又はヒマシ油の上の、酸化
エチレン及び／又は酸化プロピレンの付加生成物が、市販されている既知生成物である。
それらは、同族体物質の混合物であって、付加反応が行われるそれら同族体物質の酸化エ
チレン及び／又は酸化プロピレンと基質（ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）との量の比に対応した平
均アルコシキル化度を有する該混合物である。化粧品のための復帰肥育剤（ｒｅｖｅｒｔ
ｉｖｅ　ｆａｔｔｉｎｇ　ａｇｅｎｔｓ）として、グリコール上に付加した酸化エチレン
の付加生成物のＣ１２／１８脂肪酸・モノ－及びジエステルが、ＤＥ２０２４０５１ＰＳ
から知られている。
【００１９】
Ｃ８／１８アルキル・モノ－及びオリゴグリコシドの製法並びに使用方法は、従来技術か
ら知られている。それらは、とりわけ、グルコース又はオリゴ糖と、８～１８の炭素原子
を有する第一級アルコールとの反応によって調製することができる。グリコシド残基に関
しては、環状糖基が脂肪族アルコールにグリコシド結合しているモノグリコシドと、好ま
しくは約８までのオリゴマー化度を有するオリゴマーグリコシドとの両者が適している。
従って、オリゴマー化度は統計的平均値であって、技術的品質（ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　ｑ
ｕａｌｉｔｙ）を持ったそのような諸生成物のために有用な、同族体の分布に基づく。
【００２０】
両性イオン界面活性剤もまた、乳化剤として使用することができる。用語「両性イオン界
面活性剤」は、分子中に、少なくとも１つの第四級アンモニウム基と、少なくとも１種の
カルボン酸塩と、少なくとも１種のスルホネート基とを有する表面活性化合物を意味する
ように意図されている。特に適切な両性イオン界面活性剤は、Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアンモニウムグリシナート等のいわゆるベタイン［例えば、ココアルキルジメチル
アンモニウムグリシナート（ｃｏｃｏａｌｋｙｌｄｉｍｅｔｈｙｌ　ａｍｍｏｎｉｕｍ　
ｇｌｙｃｉｎａｔｅｓ）］；Ｎ－アシルアミノプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム
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グリシナート［例えば、それぞれアルキル基又はアシル基の中に８～１８の炭素原子を有
する、ココアシルアミノプロピルジメチルアンモニウムグリシナート及び２－アルキル－
３－カルボキシメチル－ヒドロキシエチルイミダゾリンである］；並びに、ココアシルア
ミノエチルヒドロキシエチルカルボキシメチルグリシナート；である。特に好ましいのは
、ＣＴＦＡ用語において、コカミドプロピルベタイン（ｃｏｃａｍｉｄｅｐｒｏｐｙｌ　
ｂｅｔａｉｎｅ）として知られている脂肪酸アミド誘導体である。また、適切な乳化剤は
両性界面活性剤である。両性界面活性剤とは、Ｃ８／１８のアルキル基又はアシル基の他
に、遊離アミノ基と、少なくとも１種の－ＣＯＯＨ基又は－ＳＯ３Ｈとを少なくとも有し
、しかも、内部塩を形成することのできる表面活性性化合物である。適切な両性界面活性
剤の例は、それぞれアルキル基中に約８～１８の炭素原子を有する、Ｎ－アルキルグリシ
ン、Ｎ－アルキルプロピオン酸、Ｎ－アルキルアミノ酪酸、Ｎ－アルキルイミノジプロピ
オン酸、Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－アルキルアミドプロピルグリシン、Ｎ－アルキルタ
ウリン、Ｎ－アルキルサルコシン、２－アルキルアミノプロピオン酸、アルキルアミノ酢
酸である。特に好ましい両性界面活性剤は、Ｎ－ココアルキルアミノプロピオナート、コ
コアシルアミノエチルアミノプロピオナート、及びＣ１２／１８アシルサルコシンである
。両性界面活性剤の他に、四つの主要成分から成る乳化剤もまた使用することができる。
それら乳化剤のエステルクウォーツ（ｅｓｔｅｒｑｕａｒｔｓ）のエステル塩［好ましく
は、メチル四級化された（ｍｅｔｈｙｑｕａｔｅｒｎｉｚｅｄ）ジ脂肪酸トリエタノール
アミンエステル塩］が特に好ましい。
【００２１】
ハイパー肥育剤としては、例えば、ラノリン；レシチン；ポリエトキシル化又はアシル化
されたラノリン誘導体及びレシチン誘導体；ポリオール脂肪酸エステル；モノグリセリド
；並びに、脂肪酸アルカノールアミド；等の物質を使用することができる。ここに、最後
に述べた物質は同時に気泡安定剤として作用する。
【００２２】
代表的な真珠光沢ワックスとしては、次のもの：アルキレングリコールエステル（とりわ
け、エチレングリコールジステアレート）；脂肪酸アルカノールアミド（とりわけ、ココ
脂肪酸ジエタノールアミド）；部分グリセリド（とりわけ、ステアリン酸モノグリセリド
）；できる限り、ヒドロキシ置換されたカルボン酸と６～２２の炭素原子を有する脂肪族
アルコールとの多価エステル（とりわけ、酒石酸の長鎖エステル）；脂肪族アルコール、
脂肪族ケトン、脂肪族アルデヒド、脂肪族エーテル及び脂肪族カーボネート等の脂肪族物
質であって、炭素原子の合計が少なくとも２４である該脂肪族物質（とりわけ、ラウロン
（ｌａｕｒｏｎ）及びジステアリルエーテル）；ステアリン酸、ヒドロキシステアリン酸
、ベヘン酸等の脂肪酸；１２～２２の炭素原子を有するオレフィンエポキシド、並びに１
２～２２の炭素原子を有する脂肪族アルコール、並びに／又は２～１５の炭素原子及び２
～１０のヒドロキシル基を有するポリオール、の開環生成物；並びにそれらの混合物；が
挙げられる。
【００２３】
コンシステンシー物質として、１２～２２（好ましくは、１６～１８）の炭素原子を有す
るヒドロキシ脂肪族アルコール又は脂肪族アルコールを使用し、また、付加的に部分的グ
リセリド、脂肪酸又はヒドロキシ脂肪酸を使用するのが好ましい。これらの物質と、アル
キルオリゴグルコシド及び／又は鎖長さが同じ脂肪酸－Ｎ－メチルグルカミド及び／又は
ポリグリセロール－ポリ－１２－ヒドロキシステアレートとの組合せ。
【００２４】
適切な増粘剤は、例えば、エアロシル（ａｅｒｏｓｉｌ）（親水性ケイ酸）；多糖類［と
りわけ、キサンゴム、グアール（ｇｕａｒ－ｇｕａｒ）、寒天（ａｇａｒ－ａｇａｒ）、
アルギナート（ａｌｇｉｎａｔｅｓ）、及びチロース］；カルボキシメチルセルロース；
ヒドロキシエチルセルロース；並びに、脂肪酸と高分子ポリエチレングリコールとのモノ
－及びジエステル；ポリアクリレート［例えば、グッドリッチ（Ｇｏｏｄｒｉｃｈ）製の
Ｃａｒｂｏｐｏｌｓ（登録商標）、又はシグマ（Ｓｉｇｍａ）製のＳｙｎｔｈａｌｅｎｅ
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ｓ（登録商標）］；ポリアクリルアミド；ポリビニルアルコール；ポリビニルピロリドン
；表面活性剤（例えば、エトキシル化された脂肪酸グリセリド）；脂肪酸とポリオール（
例えば、ペンタエリトリット又はトリメチロールプロパン）のエステル；同族又はアルキ
ルオリゴグルコシドの狭い分布を有する脂肪族アルコールエトキシラート；並びに、電解
質（例えば、塩化ナトリウム及び塩化アンモニウム）；のタイプである。
【００２５】
適切なカチオンポリマーは、例えば、カチオンセルロース誘導体［例えば、アメルコール
（Ａｍｅｒｃｈｏｌ）からＰｏｌｙｍｅｒ　ＪＲ４００（登録商標）の名で市販されてい
る四級化された（ｑｕａｔｅｒｎｉｚｅｄ）ヒドロキシエチルセルロース］；カチオン澱
粉；ジアリルアンモニウム塩とアクリルアミドとのコポリマー；四級化されたビニルピロ
リドン／ビニルイミダゾールポリマー［例えば、Ｌｕｖｉｑｕａｔ（登録商標）（ＢＡＳ
Ｆ）］；ポリグリコールとアミンとの濃縮生成物；四級化されたコラーゲンポリペブチド
［例えば、ラウリルジモニウム・ヒドロキシプロピルの加水分解

ポリペブチド；ポリエチレンイミン；カチオンシリコーンポリマー［例えば、アミドメチ
コン（ａｍｉｄｏｍｅｔｈｉｃｏｎｅｓ）］；アジピン酸とジメチルアミノヒドロキシプ
ロピルジエチレントリアミンとのコポリマー［Ｃａｒｔａｒｅｔｉｎｅ（登録商標）／サ
ンドツ（Ｓａｎｄｏｚ）］；アクリル酸と塩化ジメチルジアリルアンモニウムとのコポリ
マー［Ｍｅｒｑｕａｔ（登録商標）／チェンビロン（Ｃｈｅｍｖｉｒｏｎ）］；ポリアミ
ノポリアミド（例えば、ＦＲ２２５２８４０Ａ号明細書に記述されるもの）；それらの架
橋された水溶性ポリマー；カチオンキチン誘導体［例えば、できる限り微結晶分布した四
級化されたキトサン］；ジハロゲンアルキルの濃縮生成物［例えば、ビスジアルキルアミ
ンを有するジブロモブタン（例えば、ビス－ジメチルアミノ－１，３－プロパン）］；カ
チオングアールガム［例えば、セラニース（Ｃｅｌａｎｅｓｅ）製のＪａｇｕａｒ（登録
商標）ＣＢＳ、Ｊａｇｕａｒ（登録商標）Ｃ－１７、Ｊａｇｕａｒ（登録商標）Ｃ－１６
］；四級化されたアンモニウム塩ポリマー［例えば、ミラノール（Ｍｉｒａｎｏｌ）製の
Ｍｉｒａｐｏｌ（登録商標）Ａ－１５、Ｍｉｒａｐｏｌ（登録商標）ＡＤ－１、Ｍｉｒａ
ｐｏｌ（登録商標）ＡＺ－１］；である。
【００２６】
代表的なアニオンポリマー、両性イオンポリマー、両性ポリマー、及びノニオンポリマー
としては、次のもの：酢酸ビニル／クロトン酸のコポリマー；ビニルピロリドン／アクリ
ル酸ビニルのコポリマー；酢酸ビニル／マレイン酸ブチル／アクリル酸イソボルニルのコ
ポリマー；メチルビニルエーテル／無水マレイン酸のコポリマー；架橋されていないポリ
アクリル酸と、架橋されているポリアクリル酸とポリオールとのエステル；塩化アクリル
アミドプロピルトリメチルアンモニウム／アクリレートのコポリマー；オクチルアクリル
アミド／メチルメタクリレート／ｔｅｒｔ－ブチルアミノエチルメタクリレート／２－ヒ
ドロキシプロピルメタクリレートのコポリマー；ポリビニルピロリドン、ビニルピロリド
ン／酢酸ビニルのコポリマー；ビニルピロリドン／ジメチルアミノエチルメタクリレート
／ビニルカプロラクタムのターポリマー；できる限り誘導されたセルロースエーテル；及
びシリコーン；を使用することができる。
【００２７】
適切なシリコーン化合物としては、例えば、ジメチルポリシロキサン；メチルフェニルポ
リシロキサン；環状シリコーン化合物；アミノ化合物；脂肪酸化合物；アルコール；ポリ
エーテル化合物；エポキシ化合物；フッ素化合物；グリコシド；及び／又はアルキル変性
シリコン化合物であって、室温で液体及び樹脂状であり得るものである。更に適切なもの
は、２００～３００のジメチルシロキサン単位の平均鎖長を有するジメチコーンと、水素
化されたケイ酸塩との混合物であるシメチコーン（ｓｉｍｅｔｈｉｃｏｎｅｓ）である。
適切な揮発性シリコーンの詳しい概説は更に、トッド（Ｔｏｄｄ）等の「Ｃｏｓｍ．Ｔｏ
ｉｌ．９１，２７（１９７６）」に見出すことができる。
【００２８】
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典型的な脂肪はクリセリドであり、ワックスとしては、とりわけ、天然ワックス［例えば
、カンデリラワックス；日本ろう；エスパルトワックス；コルクワックス；グアルマ（ｇ
ｕａｒｕｍａ）ワックス；種もみ油（ｒｉｃｅ　ｓｅｅｄ　ｏｉｌ）ワックス；砂糖きび
ワックス；オーリクリーワックス；モンタンワックス；蜜蝋；シェラック

セレシン；オゾケライト（テレストリアル（ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ）ワックス）；ワセ
リン；パラフィンワックス；マイクロワックス；化学的変性ワックス（硬質ワックス）（
例えば、モンタンエステルワックス）；サソット（ｓａｓｏｔ）ワックス；水素化された
ヨヨバ（ｙｏｙｏｂａ）ワックス；合成ワックス（例えば、ポリアルキレンワックス）；
及び、ポリエチレングリコールワックス］を使用することができる。
【００２９】
安定剤としては、脂肪酸の金属塩（例えば、マグネシウム、アルミニウム及び／又は亜鉛
の、ステアリン酸塩又はリシノール酸塩）を使用することができる。　生物活性物質とし
ては、例えば、トコフェロール；酢酸トコフェロール；パルミチル酸トコフェロール；ア
スコルビン酸；デオキシリボ核酸；レチノール；ビサボロール；アラントイン；フィタン
トリオール；パンテノール；ＡＨＡ酸；アミノ酸；セラミド；プソイド（ｐｓｅｕｄｏ）
セラミド；エッセンシャルオイル（植物性揮発油）、植物の抽出物；及び、複合ビタミン
剤；を理解すべきである。
【００３０】
脱臭剤としては、例えば、発汗抑制剤［例えば、アルミニウムクロロハイドレート（ａｌ
ｕｍｉｎｉｕｍ　ｃｈｌｏｒｏｈｙｄｒａｔｅ）］が該当する。この試薬は、無色で吸湿
性の結晶である。この試薬は、空気中で容易に溶解し、水中で塩化アルミニウムの溶液を
蒸発させることによって得られる。アルミニウムクロロハイドレートは、発汗抑制剤及び
脱臭剤を製造するために使用される。そして、恐らく、タンパク質及び／又は多糖類を調
製することにより汗腺を部分的に閉じることによってその効果を与える［Ｊ．Ｓｏｃ．Ｃ
ｏｓｍ．Ｃｈｅｍ．２４，２８１（１９７３）を参照］。フランクフルト（Ｆｒａｎｋｆ
ｕｒｔ）／ＦＲＧの「ヘキスト（Ｈｏｅｃｈｓｔ）ＡＧ」の商品名「Ｌｏｃｒｏｎ（登録
商標）」として、例えば、式［Ａｌ２（ＯＨ）５Ｃｌ］・２．５Ｈ２Ｏに相当するアルミ
ニウムクロロハイドレートは市販されている。そして、これを使用することがとりわけ好
ましい［Ｊ．Ｐｈａｒｍ．Ｐｈａｒｍａｃｏｌ．２６，５３１（１９７５）を参照］。そ
のクロロハイドレートの他に、アルミニウムヒドロキシラクテート及び酸性アルミニウム
／ジルコニウム塩も使用することができる。更なる脱臭剤としては、エステラーゼ抑制剤
を添加することができる。これらは、クエン酸トリアルキル［例えば、クエン酸トリメチ
ル、クエン酸トリプロピル、クエン酸トリイソプロピル、クエン酸トリブチル、及び、と
りわけ、クエン酸トリエチル］であるの

のＨｙｄａｇｅｎ（登録商標）ＣＡＴ］。これらの物質は、酵素の活性度を抑制し、それ
によって、臭気の形成を減少させる。恐らく、それによって、遊離酸が、クエン酸エステ
ルを開裂して取り除かれ、そして、この酸は皮膚のｐＨ値を低下させ、それによって、酵
素は抑制される。エステラーゼ抑制剤として使用することのできる更なる物質は、硫酸ス
テロール又はリン酸ステロール［例えば、ラノステロール、コレステロール、カンペステ
ロール、スチグマステロール及びシトステローの硫酸塩又はリン酸塩］；ジカルボン酸及
びそれらのエステル［例えば、グルタル酸、グルタル酸モノエチルエステル、グルタル酸
ジエチルエステル、アジピン酸、アジピン酸モノエチルエステル、アジピン酸ジエチルエ
ステル、マロン酸、マロン酸ジエチルエステル、ヒドロキシカルボン酸及びそれらのエス
テル（例えば、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸又は酒石酸エステル）］である。抗菌活性物
質は、細菌のフロラ（ｆｌｏｒａ，集合体）に影響を及ぼし、汗破壊性バクテリアを殺す
か又はそれらの成長を抑制するが、少量を含有させることもできる。これの例は、キトサ
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ン、フェノキシエタノール、及びクロロヘキシジン・グルコネート（ｃｈｌｏｒｏｈｅｘ
ｉｄｉｎ　ｇｌｕｃｏｎａｔｅ）である。５－クロロ－２－（２，４－ジクロロフェン－
オキシ）－フェノールも、特に優れた効果を有することが分かり、この製品は、ベッセル
（Ｂｅｓｅｌ）／ＣＨのシバ・ガイギ（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）によって、商品名「Ｉｒ
ｇａｓａｎ（登録商標）」で市販されている。
【００３１】
ふけ防止剤としては、クリンバゾール（ｃｌｉｍｂａｚｏｌ）、オクトピロックス（ｏｃ
ｔｏｐｉｒｏｘ）及び亜鉛ピレチオン（ｚｉｎｃ　ｐｙｒｅｔｈｉｏｎ）を使用すること
ができる。使用可能な膜形成剤は、例えば、キトサン、微結晶質キトサン、第四級キトサ
ン、ポリビニルピロリドン、ポリビニルピロリドン／酢酸ビニルのコポリマー、アクリル
酸のポリマー、セルロースの第四級誘導体、コラーゲン、ヒアルロン酸又はその塩、及び
類似化合物である。水相の膨潤剤としては、モンモリロナイト、粘土鉱物物質、ペミュレ
ン（ｐｅｒｍｕｌｅｎ）、及びアルキル変成されたカルボポール（Ｃａｒｂｏｐｏｌ）タ
イプのもの（グッドリッチ（Ｇｏｏｄｒｉｃｈ））を使用することができる。更に適した
ポリマー又は膨潤剤は、「Ｃｏｓｍ．Ｔｏｉｌ．１０８，９５（１９９３）」に記載のＲ
．ロッホヘッド（Ｌｏｃｈｈｅａｄ）の概説に見出すことができる。
【００３２】
紫外線保護物質は、例えば、室温で液体であるか又は結晶質形態であり、紫外線放射を吸
収して、長波長の放射の形態（例えば、熱の形態）で受けたエネルギーを解放する（ｓｅ
ｔ　ｆｒｅｅ，自由にする）することのできる有機物質（光保護フィルタ）である。中波
長紫外線（ＵＶＢ）フィルタは、油又は水に溶解し得る。油溶性物質としては、例えば、
次のものが挙げられる：
【００３３】
・　３－ベンジリデンショウノウ又は３－ベンジリデンノルショウノウ、及びそれらの誘
導体［例えば、ＥＰ－Ｂ１　０６９３４７１号明細書に記載の３－（４－メチルベンジリ
デン）ショウノウ］；
・　４－アミノ安息香酸誘導体［好ましくは、４－（ジメチルアミノ）安息香酸２－エチ
ルヘキシルエステル、４－（ジメチルアミノ）安息香酸２－オクチルエステル、及び４－
（ジメチルアミノ）安息香酸アミルエステル］；
・　ケイ皮酸エステル［好ましくは、４－メトキシケイ皮酸２－エチルヘキシルエステル
、４－メトキシケイ皮酸プロピルエステル、４－メトキシケイ皮酸イソアミルエステル、
２－シアノ－３，３－フェニルケイ皮酸２－エチルヘキシルエステル（オクトクリレン（
ｏｃｔｏｃｒｙｌｅｎｅ））］；
・　サリチル酸エステル［好ましくは、サリチル酸２－エチルヘキシルエステル、サリチ
ル酸４－イソプロピルベンジルエステル、サリチル酸ホモメチルエステル］；
・　ベンゾフェノン誘導体［好ましくは、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン
、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－４′－メチルベンゾフェノン、２，２′－ジヒドロキ
シ－４－メトキシベンゾフェノン］；
・　ベンズマロン酸エステル［好ましくは、４－メトキシベンズマロン酸２－エチルヘキ
シルエステル］；
・　トリアジン誘導体［例えば、ＥＰ　Ａ１　０８１８４５０号明細書に記載の、２，４
，６－トリアニリノ－（ｐ－カルボ－２′－１′－ヘキシルオキシ）－１，３，５－トリ
アジン、及びオクチルトリアゾン］；
・　プロパン－１，３－ジオン［例えば、１－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－
（４′－メトキシフェニル）－プロパン－１，３－ジオン］；
・　ＥＰ　Ｂ１　０６９４５５２１号明細書に記載の、ケトトリシクロ（５，２，１，０
）－デカン誘導体。
【００３４】
水溶性物質として、次のものが挙げられる：
・　２－フェニルベンゾイミダゾール－５－スルホン酸、並びにアルカリ、アルカリ土類
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、アンモニウム、アルキルアンモニウム、アルカノールアンモニウム及びグルカモニウム
（ｇｌｕｃａｍｍｏｎｉｕｍ）の塩；
・　ベンゾフェノンのスルホン酸誘導体［好ましくは、２－ヒドロキシ－４－メトキシベ
ンゾフェノン－５－スルホン酸］、及びそれらの塩；
・　３－ベンジリデンカンフェンのスルホン酸誘導体［例えば、４－（２－エクソ－３－
ボルニリデンメチル）－ベンゼンスルホン酸、２－メチル－５－（２－オキソ－ボルニリ
デン）スルホン酸、及びそれらの塩］。
【００３５】
典型的な、長波長フィルタとしては、とりわけ、ベンゾイルメタンの誘導体［例えば、１
－（４′－ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル）－３－（４′－メトキシフェニル）プロパン－
１，３－ジオン、４－ｔｅｒｔ．ブチル－４′－メトキシジベンゾイル－メタン（パーソ
ル（Ｐａｒｓｏｌ）１７８９）、又は１－フェニル－３－（４′－イソプロピルフェニル
－プロパン－１，３－ジオン）］が該当する。長波長フィルタ及び中波長フィルタは、混
合して使用することももちろん可能である。この場合、オクトクリレン又はショウノウの
誘導体とメトキシジベンゾイルメタンとの組合せはとりわけ、感光性がある。
【００３６】
上述の可溶性物質の他に、不溶性の軽質保護顔料［即ち、微細分散の金属酸化物又は塩］
もまた、この目的のために使用することができる。適切な金属酸化物の例は、とりわけ、
酸化亜鉛及び二酸化チタンであり、加えて、鉄、ジルコニウム、シリコン、マンガン、ア
ルミニウム及びセリウムの他の酸化物、並びに、それらの混合物である。塩としては、ケ
イ酸塩（タルク）、硫酸バリウム、ステアリン酸亜鉛を使用することができる。これら酸
化物及び塩は、スキンケア用乳剤、肌保護用乳剤及び装飾用化粧品のための顔料の形態で
使用される。それら粒子は、１００ｎｍ未満（好ましくは５～５０ｎｍ、とりわけ、１５
～３０ｎｍ）の平均直径を持つ必要がある。それら粒子は球状形状を採ることができるが
、だ円体形状或いは球状と異なる形状の粒子を使用することもできる。太陽光保護剤には
、いわゆるミクロ顔料（ｍｉｃｒｏ　ｐｉｇｍｅｎｔｓ）又はナノ顔料（ｎａｎｏ　ｐｉ
ｇｍｅｎｔｓ）を使用するのが好ましい。
【００３７】

フィンケル（Ｆｉｎｋｅｌ）による概説中に見出すことができる。更に適切なものは、紫
外線吸収性又は抗酸化性を有するハーブエキスである。
【００３８】
第１の光保護物質の他に、酸化防止剤タイプの第２の光保護物質も使用される。第２光保
護物質は、紫外線が皮膚に浸透するときに開始される一連の光化学反応を遮断する。それ
らの典型的な例は、アミノ酸［例えば、グリシン、ヒスチジン、チロシン、トリプトファ
ン］；それらの誘導体；イミダゾール［例えば、ウロカニン酸］；それらの誘導体；ペプ
チド［例えば、Ｄ，Ｌ－カモシン（ｃａｍｏｓｉｎｅ）、Ｄ－カモシン、Ｌ－カモシン］
；それらの誘導体［例えば、アンセリン］；カロチノイド；カロチン［例えば、α－カロ
チン、β－カロチン、リコペン］；それらの誘導体；クロロゲン酸；その誘導体；リポ酸
；その誘導体［例えば、ジヒドロリポ酸］；アウロチオグルコース；プロピルチオウラシ
ル；他のチオール［例えば、チオレドキシン、グルタチオン、システイン、シスチン、シ
スタミン、及びそれらのグリコシル、ｎ－アセチル、メチル、エチル、プロピル、アミル
、ブチル、ラウリル、パルミトイル（ｐａｌｍｉｔｏｙｌ）、オレイル、γ－リノレイル
及びコレステリルのエステル］；それらの塩；ジラウリルチオジプロピオネート；ジステ
アリルチオジプロピオネート；チオジプロピオン酸；それらの誘導体［エステル、エーテ
ル、ペプチド、脂質、ヌクレオチド及び塩］；非常に少ない量（例えば、ｐモル～μモル
／ｋｇ）のスルホキシミン（ｓｕｌｆｏｘｉｍｉｎｅ）化合物［例えば、ブチオニンスル
ホキシミン、ホモシステインスルホキシミン、ブチオニンスルホン、ペンタ－、ヘキサ－
、ヘプタ－チオニンスルホキシミン］；更に、金属キレート剤［例えば、α－ヒドロキシ
脂肪酸、パルミチン酸、フィチン酸、ラクトフェリン］；α－ヒドロキシ酸［例えば、ク
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エン酸、乳酸、リンゴ酸］；フミン酸；没食子酸（ｇａｌｌｉｃ　ａｃｉｄ）；没食子抽
出物（ｇａｌｌｉｃ　ｅｘｔｒａｃｔｓ）；ビリルビン；ビフィベルディン（ｂｉｆｉｖ
ｅｒｄｉｎ）；ＥＤＴＡ；ＥＧＴＡ；それらの誘導体；不飽和脂肪酸；それらの誘導体［
例えば、γ－リノレン酸、リノール酸、オレイン酸］；葉酸；その誘導体；ユビキノン（
ｕｂｉｃｈｉｎｏｎ）；ユビキノール（ｕｂｉｃｈｉｎｏｌ）；それらの誘導体；ビタミ
ンＣ；その誘導体［例えば、アスコルビン酸パルミテート、Ｍｇ－アスコルビルホスフェ
ート、アスコルビルアセテート］；トコフェロール；それらの誘導体［例えば、ビタミン
Ｅアセテート］；ビタミンＡ；その誘導体［例えば、ビタミンＡパルミテート］；ベンゾ
エ（ｂｅｎｚｏｅ）樹脂のコニフェリル（ｋｏｎｉｆｅｒｙｌ）ベンゾエート；ルチン酸
（ｒｕｔｉｎｉｃ　ａｃｉｄ）；それらの誘導体；α－グリコシルルチン；フェルラ酸；
フルフリリデングルシトール（ｆｕｒｆｕｒｙｌｉｄｅｎ　ｇｌｕｃｉｔｏｌ）；カルノ
シン；ブチルヒドロキシトルエン；ブチルヒドロキシアニソール；ノルジヒドロ（ｎｏｒ
ｄｉｈｙｄｒｏ）グアヤク（ｇｕａｊａｋ）樹脂酸；ノルジヒドロ（ｎｏｒｄｉｈｙｄｒ
ｏ）グアヤレット（ｇｕａｊａｒｅｔ）酸；トリヒドロキシブチロフェノン；尿酸；その
誘導体；マンノース；その誘導体；過酸化ジスムターゼ；亜鉛；その誘導体［例えば、Ｚ
ｎＯ、ＺｎＳＯ４］；セレン；その誘導体［例えば、セレン－メチオニン］；スチルベン
；その誘導体［例えば、スチルベン酸化物、トランス－スチルベン酸化物］；並びに、こ
こに挙げた活性物質の本発明に適した誘導体［塩、エステル、エーテル、砂糖、ヌクレオ
チド、ヌクレオシド、ペプチド及び脂質］である。
【００３９】
流動性を改善するために、更なる屈水性誘発物質［例えば、エタノール、イソプロピルア
ルコール、又はポリオール］を使用することができる。この場合に使用することのできる
ポリオールは、２～１５の炭素原子と、少なくとも２つのヒドロキシル基とを有するのが
好ましい。それらポリオールは、付加的官能基［とりわけ、アミノ基］を更に含有するか
、又は窒素で変成することができる。典型的な例は：
・　グリセロール；
・　アルキレングリコール［例えば、１００～１０００ドルトンの平均分子量を有するポ
リエチレングリコール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコ
ール、ブチレングリコール及びヘキシレングリコール］；
・　１．５～１０の自己濃縮度を有する技術的品質のオリゴグリセロール例えば、４０～
５０重量％のジグリセロールを含有する技術的品質のジグリセロール混合物；
・　メチロール化合物［例えば、とりわけ、トリメチロールエタン、トリメチロールプロ
パン、トリメチロールブタン、ペンタエリトリット、及びジペンタエリトリット］；
・　低級アルキルグルコシド、とりわけ、アルキル残基中に１～８の炭素を有するもの［
例えば、メチルグルコシド、及びエチルグルコシド］；
・　５～１２の炭素を有する糖アルコール［例えば、ソルビトール又はマンニトール］；
・　５～１２の炭素を有する糖［例えば、グルコース、又はサッカロース］；
・　アミノ糖［例えば、グルカミン］；
・　ジアルコールアミン［例えば、ジエタノールアミン、又は２－アミノ－１，３－プロ
パンジオール］；
である。
【００４０】
防腐剤としては、例えば、フェノキシエタノール；ホルムアルデヒド溶液；パラベン（ｐ
ａｒａｂｅｎｅ）；ペンタンジオール；又はソルビン酸；及び、化粧品基準のエンクロー
ジャ６、パーツＡ及びＢに挙げられているもの；が一層優れた類の物質である。防虫剤と
しては、Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミド、１，２－ペンタンジオール、又は防虫剤３
５３５が該当する。自己なめし剤としては、ジヒドロキシアセトンが適している。
【００４１】
香油としては、天然及び合成の芳香物質の混合物が挙げるべきである。天然芳香物質は、
花［ユリ、ラベンダー、バラ、ジャスミン、ネロリ（ｎｅｒｏｌｉ）、イラン－イラン］
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、茎葉［ゼラニウム、バチョリ、プチグレン］、果実［アニス、コリアンダー、キャラウ
ェー、ネズ］、果皮［ベルガモット、レモン、オレンジ］、根［マーシス（ｍａｃｉｓ）
、アンゼリカ、セロリ、カルダモン（ｋａｒｄａｍｏｎ）、コスタス（ｃｏｓｔｕｓ）、
アイリス、カルマス（ｃａｌｍｕｓ）］、木［イタリアカラカサマツ（ｓｔｏｎｅｐｉｎ
ｅ）、サンデル（ｓａｎｄｅｌ）、グアヤク、ヒマラヤ杉、シタン（ｒｏｓｅｗｏｏｄ）
］、ハーブ及び草［タラゴン、レモングラス、サルビア、タチジャコウソウ］、針葉及び
小枝［トウヒ、モミ、マツ、トライプスト（ｔｒａｉｐｓｅｄ）］、樹脂及び芳香樹脂［
ガルバヌム、エレミ、ベンゾエ（ｂｅｎｚｏｅ）、ミリス、オリバナム、オポパナックス
］の抽出物である。動物からの原料［例えば、インドジャコウネコ（ｚｉｂｅｔ）、カス
ター（ｃａｓｔｏｒｅｕｍ）］も使用できる。典型的な合成香り化合物は、エステル、エ
ーテル、アルデヒド、ケトン、アルコール及び炭化水素の種からの生成物である。エステ
ル種からの香り化合物は、例えば、酢酸ベンジル、フェノキシエチルイソブチラート、酢
酸ｐ－ｔｅｒｔ．－ブチルシクロヘキシル、酢酸リナリル、酢酸ジメチルベンジルカルビ
ニル、酢酸フェニルエチル、安息香酸リナリル、ギ酸ベンジル、エチルメチルフェニルグ
リシナート、プロピオン酸アリルシクロヘキシル、プロピオン酸スチラリル、及びサリチ
ル酸ベンジルである。例えば、ベンジルエチルエーテルはエーテルに属し；例えば、８～
１８の炭素原子を有する直鎖のアルカナール、シトラール、シトロネラール、シトロネリ
ルオキシアセトアルデヒド、シクラメンアルデヒド、ヒドロキシシトロネラール、リリア
ール（ｌｉｌｉａｌ）及びブアゲオナール（ｂｏｕｒｇｅｏｎａｌ）はアルデヒドに属し
；例えば、イオノン、α－イソメチルイオノン、及びメチルセドリルケトンはケトンに属
し；アネトール、シトロネロール、オイゲノール、ゲラニオール、リナロール、フェニル
エチルアルコール、及びテルピネオールはアルコールに属し；主として、テルペン類及び
バルサムは炭化水素に属する。しかし、異種の香り物質の混合物が好ましい。それらは一
緒になって心地よい匂いを与える。揮発性の低いエーテル油もまた、しばしば芳香成分と
して使用されるが、香油［例えば、セージ油、カモミール油、カーネーション油、メリッ
サ（ｍｅｌｉｓｓａ）油、ミント油、ケイ皮葉油、ライム花（ｌｉｍｅｆｌｏｗｅｒ）、
ネズ油、ベチバー油、オリバナム（ｏｌｉｂａｎ）油、ガルバヌム油、ラボラヌム（ｌａ
ｂｏｌａｎｕｍ）油、及びラバンジン油］として適している。好んで用いられるのは、単
独又は混合した形での、ベルガモット油、ジヒドロミルセノール（ｄｉｈｙｄｒｏｍｙｒ
ｃｅｎｏｌ）、リリアール、リラル（ｌｙｒａｌ）、シトロネロール、フェニルエチルア
ルコール、α－ヘキシル桂皮アルデヒド、ゲラニオール、ベンジルアセトン、シクラメン
アルデヒド、リナロール、ボイサムブレン・フォルテ（ｂｏｉｓａｍｂｒｅｎｅ　ｆｏｒ
ｔｅ）、アンボロキサン（ａｍｂｏｒｏｘａｎｅ）、インドール、ヘデイオン（ｈｅｄｉ
ｏｎｅ）、サンデライス（ｓａｎｄｅｌｉｃｅ）、レモン油、マンダリン油、オレンジ油
、アリルアミルグリコレート、シクロバータル（ｃｙｃｌｏｖｅｒｔａｌ）、ラバンジン
（ｌａｖａｎｄｉｎｅ）油、マスカテラー・セイジ（ｍｕｓｋａｔｅｌｌｅｒ　ｓａｇｅ
）油、β－ダマスコーン（ｄａｍａｓｃｏｎｅ）、ゲラニウム油バーボン（ｂｏｕｒｂｏ
ｎ）、サリチル酸シクロヘキシル、ベルトフィックス・コオイヤ（ｖｅｒｔｏｆｉｘ　ｃ
ｏｅｕｒ）、イソ－Ｅ－スーパー、フィクソライド（ｆｉｘｏｌｉｄｅ）ＮＰ、エベミル
（ｅｖｅｍｙｌ）、イライダインガンマ（ｉｒａｉｄｅｉｎ　ｇａｍｍａ）、フェニル酢
酸、酢酸ゲラニル、酢酸ベンジル、ローズ酸化物（ｒｏｓｅ　ｏｘｉｄｅ）、ロミレート
（ｒｏｍｉｌｌａｔｅ）、イロチル（ｉｒｏｔｙｌ）、及びフロラメイト（ｆｌｏｒａｍ
ａｔｅ）である。
【００４２】
着色剤としては、化粧品目的のために適しており且つ認められている物質を使用すること
ができ、例えば、フェルラーク・ケミ（Ｖｅｒｌａｇ　Ｃｈｅｍｉｅ），バインハイム（
Ｗｅｉｎｈｅｉｍ）によって刊行された刊行物「Ｆａｒｂｓｔｏｆｆｋｏｍｍｉｓｓｉｏ
ｎ　ｄｅｒ　Ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ｆｏｒｓｃｈｕｎｇｓｇｅｍｅｉｎｓｃｈａｆｔ」第
８１頁～１０６頁（１９８４）の「
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れらの染料は通常、混合物全体に基づき、０．００１～０．１重量％の濃度で使用される
。
【００４３】
細菌抑制物質の典型的な例は、グラム陽性菌に対して特別の効果を有する防腐剤［例えば
、２，４，４′－トリクロロ－２′－ヒドロキシジフェニルエーテル、クロロヘキシジン
（１，６－ジ－（４－クロロフェニル－ビグアニド－ヘキサン））、又はＴＣＣ（３，４
，４′－トリクロロカルバニリド）］である。多くの香り物質及びエーテル油もまた、抗
菌特性を有する。抗菌活性剤の典型的な例は、カーネーション油、ミント油及びサイム油
の中のオイゲノール、メントール及びチモールである。興味ある天然の脱臭物質は、テル
ペンアルコールファメソール（３，７，１１－トリメチル－２，６，１０－ドデカトリエ
ン－１－オール）であり、これは、ライム花油中に存在し、谷間のユリの匂いを有する。
グリセロールモノラウレートもまた、静菌剤として使用された。更なる細菌抑制剤の含有
量は通常、製剤の固体含有量に基づき、約０．１～２重量％である。
【００４４】
助剤及び添加剤の累積含有量は、薬剤に基づき１～５０重量％（好ましくは、５～４０重
量％）とすることができる。これら薬剤の製造は、一般の冷プロセス又は熱プロセスによ
って行うことができる。この作業は、相転化温度法（ｐｈａｓｅ　ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ　
ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　ｍｅｔｈｏｄ）に従って行うのが、好ましい。
【００４５】
（諸例）
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（１～４）ヘア洗浄、（５～６）ヘア養生、（７～８）シャワー浴、（９）シヤワーゲル
、（１０）洗浄ローション
【００４６】
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（１１～１４）シャワー装置「ツーインワン（ｔｗｏ－ｉｎ－ｏｎｅ）」。（１５～２０
）シャンプー
【００４７】
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（２１～２５）泡浴、（２６）ソフトクリーム、（２７、２８）湿潤乳剤、（２９、３０
）夜間クリーム
【００４８】
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（３１）Ｗ／Ｏ太陽光保護クリーム、
（３２～３４）Ｗ／Ｏ太陽光保護ローション、
（３５、３８、４０）Ｏ／Ｗ太陽光保護ローション、
（３６、３７、３９）Ｏ／Ｗ太陽光保護クリーム
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